
議会だより
しゅ う な ん

TOPICS
・臨時会・定例会の概要
・新年度予算
・議案の議決結果
・会派質問
・委員会レポート
・行政報告の概要
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13
15

「競艇」から「ボートレース」へ。
呼称の変更に伴う条例改正可決！！
「競艇」から「ボートレース」へ。
呼称の変更に伴う条例改正可決！！
　３月定例会で、ボートレースのイメージアップや認知度
の向上、新規ファンの獲得を図るため、各条例に表記され
ている「競艇」を「ボートレース」に変更する議案が提出さ
れ、可決しました。
　また、ボートレース徳山では、収益の一部を一般会計に
繰り出しています。その金額は平成24年度から30年度ま
での７年間で合計８億7000万円に上り、26年度からは、
子ども未来夢基金に積み立てられ、本市の子育て支援に活
用されています。
　本年３月には、ボートレース徳山と周南市立徳山駅前図
書館がコラボレーションし、地域活性子育て応援プロジェ
クトの一つとして、徳山駅前図書館キッズライブラリー前
に遊具コーナーが設置されました。

・155
令和元年
（2019）
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徳山駅前図書館キッズライブラリー前
常設遊具コーナー「あそらぼテラス」
徳山駅前図書館キッズライブラリー前
常設遊具コーナー「あそらぼテラス」
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概要概要 　第１回臨時会を１月25日に開催し、一般会計補正予算、市長の給料の支給
額の特例に関する条例制定、工事請負契約の締結の市長提出議案３件を審議
し、表決を行いました。
　第２回定例会を２月20日から３月22日までの31日間開催し、一般会計及び
特別会計の補正予算、指定管理者の指定、副市長の給料の支給額の特例に関
する条例制定などの市長提出議案54件を審議しました。

本
会
議
で
の
議
決
結
果

委
員
会
で
の
討
論

※

問　
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
民
間
に
移
行
す
る
中
で
、
徳
山
港
開

港
１
０
０
年
に
向
け
た
戦
略
的
な
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
は
、
愛
称
を
活
用
し
た
も
の
も
含

め
て
、
周
南
市
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ

と
を
一
番
に
掲
げ
て
お
り
、
ま
ち
を
知

っ
て
も
ら
い
、
関
係
人
口
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
徳
山
港
開
港

１
０
０
年
は
、
人
を
呼
ぶ
に
も
、
交
流

人
口
を
増
や
す
に
し
て
も
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

【
修
正
案
の
概
要
】

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費
の

う
ち
、
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
係
す
る
１
６
６
９
万
３
０
０
０

円
を
削
除
し
、
予
備
費
に
組
み
替
え
る
。

修
正
案
に
賛
成
、
修
正
案
を
除
く
原
案

に
賛
成

・
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

税
金
を
使
う
こ
と
を
や
め
て
ほ
し
い
。

修
正
案
に
反
対
、
原
案
に
賛
成

・
ふ
る
さ
と
周
南
応
援
寄
附
金
か
ら
経

費
を
差
し
引
い
た
額
が
６
０
０
０
万

円
を
超
え
る
こ
と
、
寄
附
金
で
事
業

費
を
賄
え
る
こ
と
か
ら
実
績
を
認
め

賛
成
す
る
。

委
員
会
審
査
結
果

修
正
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

　
本
会
議
で
も
予
算
決
算
委
員
会
と
同

様
の
内
容
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
議

員
が
立
場
を
表
明
し
、
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

修
正
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
審
査
会
の
結

果
等
が
出
て
処
分
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　
入
札
契
約
に
お
け
る
不
適
切
な
事

務
執
行
を
初
め
て
報
告
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
と
の
市
長
の
考
え
で
提
出
し
た
。
ま

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

　
周
南
市
の
愛
称
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
成
31
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
成
果
を
上
げ
る
た
め
の

戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。
３
年
目
と
な

る
31
年
度
は
、
市
民
や
市
民
団
体
主
導

の
取
り
組
み
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に

支
援
を
行
い
な
が
ら
、
次
の
展
開
と
し

て
、
２
０
２
２
年
２
月
の
徳
山
港
開
港

１
０
０
年
を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
む

た
め
、
必
要
経
費
と
し
て
１
６
９
１
万

３
０
０
０
円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
官
製
談
合
防
止
法
違
反
等
事
件
被
疑

者
と
し
て
職
員
が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た

こ
と
、
入
札
契
約
に
お
け
る
不
適
切
な

事
務
執
行
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対

し
、
市
長
の
給
料
の
支
給
額
を
、
２
月

１
日
か
ら
任
期
の
５
月
24
日
ま
で
の

間
、
２
分
の
１
減
額
す
る
も
の
で
す
。

ず
市
長
が
責
任
を
と
り
、
関
係
職
員

は
同
審
査
会
の
結
果
を
待
ち
対
処
す
る
。

問　
減
額
を
２
分
の
１
と
し
た
根
拠
は
。

答　
他
市
の
事
例
で
は
10
％
か
ら
50
％

の
幅
が
あ
り
、市
長
の
思
い
で
決
断
し
た
。

　
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

可決
（賛成多数）

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
３月定例会

可決
（賛成多数）

市
長
の
給
料
の
支
給
額
の

　
　
　  

特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
１月臨時会

問　
こ
の
給
料
減
額
は
処
分
な
の
か
。

答　
あ
く
ま
で
も
自
主
返
納
で
、
処
分

に
は
当
た
ら
な
い
。

問　
副
市
長
の
任
期
は
７
月
15
日
ま
で

だ
が
、
５
月
分
ま
で
で
、
10
分
の
３
の

減
額
と
し
た
理
由
は
。

答　
市
長
の
任
期
の
属
す
る
５
月
末
ま

で
と
し
、
減
額
の
幅
は
、
市
長
が
２
分

の
１
、
課
長
級
以
上
の
関
係
職
員
を
10

分
の
１
減
額
し
た
こ
と
等
か
ら
判
断
し

た
。

　
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

　
官
製
談
合
防
止
法
違
反
等
事
件
被
疑

者
と
し
て
職
員
が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た

こ
と
、
入
札
契
約
に
お
け
る
不
適
切
な

事
務
執
行
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対

し
、
副
市
長
の
給
料
の
支
給
額
を
、
４

月
分
お
よ
び
５
月
分
に
つ
い
て
、
10
分

の
３
減
額
す
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論

可決
（賛成多数）

副
市
長
の
給
料
の
支
給
額
の

　
　
　 

特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

３月定例会

 

用
語
の
説
明

  ※

関
係
人
口

　
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、
観

光
に
来
た
「
交
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ

と
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３
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議
に

お
け
る
、
島
津
幸
男
議
員
の
発
言
に
対

し
、
兼
重
元
議
員
が
、
議
会
に
対
す
る

侮
辱
で
あ
る
と
し
、
島
津
幸
男
議
員
に

対
す
る
処
分
を
要
求
し
た
た
め
、
そ
の

処
分
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
弁
明
者
で
あ
る
島
津
幸
男
議

員
か
ら
「
議
会
に
影
響
す
る
こ
と
に
思

い
が
至
ら
な
か
っ
た
。
心
か
ら
お
わ
び

し
た
い
」
と
の
弁
明
が
あ
り
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

問
　
議
員
み
ず
か
ら
、
議
会
で
謝
罪
を

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
か
。

答　
私
の
理
解
が
本
当
に
ま
ず
く
て
、

議
員
の
皆
さ
ん
に
ま
で
関
係
す
る
と
い

う
意
識
が
全
く
な
か
っ
た
が
、
市
民
の

代
表
で
あ
る
皆
さ
ん
の
中
に
、
迷
惑
と

思
わ
れ
る
方
が
１
人
で
も
い
た
ら
、
謝

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
質
疑
終
了
後
、
今
回
の
発
言
に
対
し

て
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ

い
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
討
論

は
次
の
と
お
り
で
す
。

懲
罰
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場

・
事
の
重
大
さ
を
考
え
る
と
、
懲
罰
は

科
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
討
論
終
了
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
方
自
治
法
第

１
３
５
条
に
定
め
る
、
公
開
の
議
場
に

お
け
る
戒
告
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る

陳
謝
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止
、
除
名
、

い
ず
れ
の
懲
罰
を
科
す
か
に
つ
い
て
、

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
求
め
る
立
場

・
島
津
議
員
の
発
言
は
、
議
会
へ
の
侮

辱
に
当
た
る
と
こ
ろ
ま
で
広
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
議

場
で
の
陳
謝
を
求
め
る
。

委
員
会
審
査
結
果

全
会
一
致
で
「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
科
す

こ
と
に
決
定

　
３
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
古
谷
幸

男
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
に
お
け
る

審
査
報
告
を
行
い
、
懲
罰
を
科
す
か
ど

う
か
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
、
委
員
会
起
草
の
陳
謝
文
に
よ

り
、「
陳
謝
」
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
島
津

幸
男
議
員
は
、
自
身
の
不
用
意
な
発
言

で
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
対
す
る
陳
謝

文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
討
論

陳謝
（全会一致）

島
津
幸
男
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求

３月定例会

本
会
議
で
の
「
陳
謝
」

処
分
要
求
の
発
議

懲
罰
特
別
委
員
会
で
の
審
査

委
員
会
で
の
討
論

問
　
条
例
を
制
定
す
る
理
由
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答　
平
成
30
年
３
月
末
に
第
２
次
周
南

市
食
育
推
進
計
画
の
中
間
評
価
を
実
施

し
、
食
育
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
人
の
割
合
が
少
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
同
年
６
月

に
徳
山
歯
科
医
師
会
か
ら
、
口
腔
保
健

条
例
制
定
の
実
現
に
対
す
る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
歯
科
保
健
と
食
育
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
条
例
の

制
定
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
今

後
は
、
本
条
例
を
踏
ま
え
て
、
健
康
づ

く
り
の
関
係
団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
お
よ
び

食
育
を
含
め
た
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

計
画
を
策
定
し
、
実
績
を
評
価
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

【
修
正
案
の
概
要
】

　
第
９
条
第
５
号
中
の
「
虫
歯
、
歯
周

病
及
び
」
に
続
く
「
口
腔
粘
膜
疾
患

（
口
腔
が
ん
を
含
む
。）」
を
「
口
腔
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
口
腔
粘
膜
疾
患
」

に
修
正
す
る
。

【
修
正
案
に
対
す
る
質
疑
】

問
　
原
案
で
は
、
口
腔
が
ん
を
か
っ
こ

書
き
で
記
載
し
て
い
る
が
、
か
っ
こ
書

き
を
取
り
除
く
理
由
は
何
か
。

答　
今
後
、
増
加
が
予
測
さ
れ
る
が
ん

で
あ
り
、
か
っ
こ
書
き
を
取
り
除
い
て

掲
載
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

修
正
案
に
賛
成
、
修
正
案
を
除
く
原
案

に
賛
成

・
口
腔
が
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

て
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
全
国
的
に

も
非
常
に
先
端
的
な
発
想
で
あ
る
と

考
え
る
。

・
歯
と
口
腔
に
関
す
る
条
例
と
地
域
医

療
を
守
る
条
例
の
２
つ
の
条
例
を
制

定
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全
国
他
市

を
見
て
も
ほ
か
に
な
い
こ
と
に
加

え
、
が
ん
は
早
期
の
発
見
・
治
療
が

大
事
で
あ
る
た
め
、「
口
腔
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
」
と
い
う
表
記
が
よ

い
と
考
え
る
。

・
徳
山
歯
科
医
師
会
の
先
生
方
と
委
員

会
懇
談
会
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
コ
ン
を

行
い
、
口
腔
が
ん
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。
修
正
案
で
、
口
腔
が
ん
が

前
面
に
出
た
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査
結
果

修
正
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
修
正

部
分
を
除
く
原
案
を
全
会
一
致
で
可
決

　
　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

本
会
議
で
の
討
論

修正可決
（全会一致）

市
民
の
健
康
を
支
え
る

　
　 

歯
と
口
腔
に
関
す
る
条
例
制
定
３月定例会
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平成31年度　一般会計予算平成31年度　一般会計予算
徳山社会福祉センター管理運営事業

事業費　39,098千円
事業の概要　徳山社会福
祉センターの指定管理者
による管理運営や、バス
の更新により、市民の地
域福祉活動を引き続き支
援する。

問　
徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
バ
ス
を
更
新
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
45
人
乗
り
の

バ
ス
だ
っ
た
が
、
車
体
の
老
朽

化
な
ど
も
あ
り
、
更
新
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
際
、
今
後
も

継
続
し
て
運
行
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
運
転
手
の
確

保
を
優
先
的
に
考
え
、
中
型
免

許
で
も
運
転
が
可
能
な
29
人
乗

り
の
新
車
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を

考
え
て
い
る
か
。

答　
東
京
で
の
移
住
フ
ェ
ア
等

に
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
移

住
ツ
ア
ー
お
よ
び
市
が
空
き
家

を
借
り
上
げ
て
貸
す
制
度
を
開

始
し
て
お
り
、
借
り
上
げ
る
空

き
家
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
改

修
等
を
行
い
、
新
た
に
住
ん
で

い
た
だ
く
方
を
選
定
す
る
作
業

に
入
り
た
い
。

ＵＪＩターン促進事業〔総〕
事業費　5,719千円
事業の概要　東京等で開
催される移住フェアでの
情報発信や、中山間地域
での空き家の改修や起業
の支援、地域との連携に
よるきめ細かな相談対応
等を通じて、本市への移
住を促進する。

拡 病児保育事業
事業費　63,450千円
事業の概要　県内の病児
保育施設を相互に利用で
きる広域連携の開始に合
わせ、空き状況をスマー
トフォンで確認し、予約
もできる「病児保育のＩ
ＣＴ化に向けた実証実
験」を実施する。

問　
病
児
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
実

証
実
験
を
行
う
時
期
は
。

答　
こ
の
実
証
実
験
は
、
こ
と

し
４
月
か
ら
開
始
す
る
県
内
の

病
児
保
育
施
設
を
相
互
に
利
用

で
き
る
広
域
連
携
に
つ
い
て
、

共
同
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

県
主
導
で
６
月
に
全
市
町
を
集

め
て
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
す
る
。

実
証
実
験
の
期
間
は
８
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
が
、
早
い
段
階
で
終
わ
る
可

能
性
も
あ
る
。

防災ラジオ普及事業
事業費　7,210千円
事業の概要　災害時、コ
ミュニティＦＭ放送を活
用した緊急情報等を迅速
に伝達するため、緊急時
に自動的に電源が投入さ
れる防災ラジオの普及を
図る。

問　
平
成
31
年
度
か
ら
、
防
災

ラ
ジ
オ
は
１
台
当
た
り
２
０
０

０
円
の
個
人
負
担
で
普
及
を
進

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
申
し
込

み
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

答　
申
し
込
み
は
、
個
人
か
ら

と
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
２
つ

の
形
を
と
る
。
な
お
、
地
域
で

申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め
や
配

付
な
ど
、
普
及
に
取
り
組
む
自

主
防
災
組
織
に
は
、
ラ
ジ
オ
１

台
に
つ
き
２
０
０
円
の
補
助
金

交
付
を
考
え
て
い
る
。

防災ラジオ

　予算決算委員会では、３月５日から７日の３日
間、新年度予算の審査を行いました。一般会計
の主な審査内容は以下のとおりです。
　また、３月定例会に先立ち、２月12日に全員
協議会を開催して、あらかじめ一般会計・各特
別会計・各企業会計の平成31年度当初予算に
ついて執行部から説明を受けました。

  バス（イメージ） 移住フェアの様子
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拡充事業拡 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」掲載事業〔総〕

学校図書館活用推進事業
事業費　26,123千円
事業の概要　司書資格を
有する経験豊富な学校図
書館司書（９名）、学校
図書館指導員（16名）
を小中学校に配置し、読
書活動の推進と学習支援
の充実を図り、豊かな心
の育成に努める。

学校図書館

子どもの明るい未来サポート事業〔総〕
事業費　6,517千円
事業の概要　家庭・学校・
地域などと連携して、全
ての子どもたちが夢と希
望を持って成長していけ
る地域社会の実現を目指
す。

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
効

果
的
な
支
援
の
た
め
、
担
い
手

を
養
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

答　
担
い
手
養
成
研
修
が
目
指

す
の
は
、
貧
困
に
つ
い
て
広
く

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

あ
る
。
研
修
の
中
で
は
、
こ
ど

も
食
堂
の
事
例
等
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
身
の
回
り
で
何
が
起

き
て
い
る
か
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
主
な

目
的
と
し
て
い
る
。

問　
学
校
図
書
館
司
書
お
よ
び

指
導
員
に
関
し
て
、
変
更
点
は

あ
る
か
。

答　
人
数
に
変
更
は
な
い
が
、

１
校
の
配
置
期
間
を
こ
れ
ま
で

の
５
年
か
ら
３
年
に
変
更
し
、

勝
間
、
周
陽
、
桜
木
、
徳
山
、

遠
石
、
富
田
東
の
小
学
校
６
校

と
、
須
々
万
、
岐
陽
、
福
川
の

中
学
校
３
校
に
新
た
に
配
置
す

る
。
な
お
、
今
後
１
・
５
校
に

１
人
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
規
就
農
者
１
人
当
た
り

へ
の
支
援
内
容
は
。

答　
国
か
ら
給
付
金
１
５
０
万

円
を
２
年
間
受
け
、
１
年
目
は

農
業
大
学
校
で
、
２
年
目
は
先

進
農
家
で
現
地
研
修
を
受
け

る
。
研
修
後
は
、
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
市
が
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
、
10
年
間
レ
ン
タ
ル
す

る
。
研
修
後
の
経
営
開
始
か
ら

は
、
国
の
給
付
金
が
年
間
最
高

で
１
５
０
万
円
、
最
長
５
年
間

支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
５
年
間
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
定

着
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

新規就農者パッケージ支援事業〔総〕
事業費　36,266千円
事業の概要　本気で農業
を始めたい若者へ「技術
研修」、「農地の確保」、
「機械・施設の整備」、
「住居の確保」をパッケ
ージで支援を行い、中山
間地域の主要産業である
農業を主体とした移住・
定住対策を推進する。

小・中学校教材教具費等
事業費　226,791千円
事業の概要　小・中学校
の授業に必要な教材教
具・備品・図書等の充実
や、大型ディスプレーや
タブレット型情報端末を
活用した授業の充実に努
め、児童生徒の豊かな学
びにつなげる。

ICTを活用した授業風景

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校

で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

研
究
授
業
を
進
め
て
い
る
。
平

成
31
年
度
は
、
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
の
上
席
研

究
員
を
配
備
し
、
各
学
校
へ
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
担
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
使
っ
た
教
育
を
さ
ら
に
充
実

し
、
活
性
化
す
る
よ
う
な
活
動

を
行
う
。

担い手養成研修の様子

ワサビ先進農家での研修

平成31年度　一般会計予算平成31年度　一般会計予算
可決

（賛
成多
数）
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賛成多数で可決
・市長の給料の支給額の特例に関する条例

全会一致で可決
・一般会計補正予算（第８号）、工事請負契約の締結（市道下譲羽
線道路災害復旧工事（30年災補災道第８９８号））

・水道事業会計予算⇒58億6,477万1,000円
・下水道事業会計予算⇒86億4,069万2,000円
・病院事業会計予算⇒38億784万4,000円
・介護老人保健施設事業会計予算⇒4億2,757万円
・モーターボート競走事業会計予算⇒448億1,761万5,000円

平成30年度補正予算
・一般会計補正予算（第９号）
平成31年度予算
・一般会計予算⇒631億800万円
・国民健康保険特別会計予算⇒154億5,203万3,000円
・後期高齢者医療特別会計予算⇒24億2,244万1,000円

報告：例月現金出納検査の結果（２件）
行政報告：官製談合防止法等違反容疑による職員逮捕事件
を受けてのこれまでの対応

報告：陳情の処理の経過及び結果報告、定期監査結果、例月現金出納検査の結果、財政援助団体等監査の結果、行政監査結果
行政報告：官製談合防止法等違反容疑による職員逮捕事件を受けての対応

賛成多数で可決

平成30年度補正予算
・一般会計補正予算（第10号）、国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、国民健康保険鹿野診療所特別会計補正予算（第１
号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）、介護保険特別会計補正予算（第３号）、地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第２号）、下水道事業会計補正予算（第１号）
平成31年度予算
・国民健康保険鹿野診療所特別会計予算⇒5,922万円
・介護保険特別会計予算⇒123億6,932万5,000円
・地方卸売市場事業特別会計予算⇒1億3,283万6,000円
・国民宿舎特別会計予算⇒8,597万8,000円
・駐車場事業特別会計予算⇒5,069万5,000円
平成31年度補正予算
・一般会計補正予算（第１号）
条例改正など
《人事案件》
・人権擁護委員候補者の推薦
《指定管理者の指定》
・児童館
《条例の一部改正》
・一般職の職員の給与に関する条例、児童厚生施設条例、個人情報
保護条例、情報公開条例、職員の勤務時間、休暇等に関する条
例、廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例及び水道事業の布
設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例、災害弔
慰金の支給等に関する条例、手数料条例、火災予防条例
《条例制定》
・モーターボート競走事業の呼称の変更に伴う関係条例の整理に関
する条例、地域子育て支援拠点施設条例、市民の健康を支える歯
と口腔に関する条例（修正可決）
委員会提出議案
・市議会委員会条例の一部改正
その他
・議員の辞職（坂本心次氏）、島津幸男議員に対する処分要求の件⇒公開の議場における陳謝

全会一致で可決

条例改正など
《条例の一部改正》
・市長等の給与に関する条例、市議会議員の議員報酬、費用弁
償及び期末手当に関する条例、国民健康保険条例
《条例制定》
・副市長の給料の支給額の特例に関する条例

《条例廃止》
・ふれあいプラザきくがわ条例、熊毛町土地開発行為の手
続に関する条例
《その他》
・工事請負契約の一部変更（新庁舎建設建築主体工事、新
庁舎建設電気設備工事、新庁舎建設機械設備工事、新庁
舎電話通信設備整備工事、徳山動物園リニューアルゾウ
エリア整備工事、市道下譲羽線道路災害復旧工事（30
年災補災道第898号））、和解すること、字の区域の変
更、山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び共同処理する事務の構成団体の変更並びに
これに伴う規約の変更、山口県市町総合事務組合の財産
処分、周陽環境整備組合規約の変更、過疎地域自立促進
計画の変更

議案の議決結果

議会への報告

議会への報告

１月臨時会

３月定例会議案等の議決結果
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会 派 質 問

ＱA 新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！

会 派 質 問会 派 質 問
議員名は代表者、副代表者、五十音順で掲載しています。　

【
施
政
方
針
質
問
】

問　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
徳
山
は
好
調

な
売
り
上
げ
を
維
持
し
て
お
り
、

本
年
12
月
に
賞
金
女
王
決
定
戦
の

プ
レ
ミ
ア
ム
Ｇ
Ⅰ
競
走
「
ク
イ
ー

ン
ズ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
を
開
催

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
く
ら

い
の
売
り
上
げ
を
想
定
し
て
い
る

か
。

答　
昨
年
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
続
き
、
２
年
連
続
の
ビ
ッ

グ
レ
ー
ス
開
催
と
な
る
。
近
年
の

売
り
上
げ
を
見
る
と
、
平
成
29
年

の
大
村
が
１
０
５
億
６
０
０
０
万

円
、
30
年
の
平
和
島
が
１
２
０
億

円
で
、
当
局
と
し
て
は
90
億
円
を

予
算
と
し
て
組
ん
で
い
る
。
年
末

12
月
31
日
が
優
勝
戦
な
の
で
、
し

っ
か
り
収
益
を
上
げ
、
知
名
度
も

上
げ
て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

地
域
連
携
・
低
炭
素
水
素
技
術
実

証
事
業

問　
事
業
費
と
し
て
、
１
億
１
６

８
６
万
４
０
０
０
円
計
上
し
、
財

源
内
訳
が
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
施
設
が
該
当
し
、
財
源
が
ど

こ
か
ら
出
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
環
境
省
か
ら
の
委
託
金
で
、

い
っ
た
ん
株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ
に

支
払
わ
れ
、
そ
の
後
、
市
を
は
じ

め
と
す
る
共
同
実
施
者
に
分
配
さ

れ
る
。
事
業
費
の
う
ち
、
機
械
設

備
借
上
料
１
８
２
万
５
０
０
０
円

は
、
地
方
卸
売
市
場
の
純
水
素
燃

料
電
池
、
ボ
イ
ル
用
オ
フ
ガ
ス
回

収
設
備
、
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

設
置
の
純
水
素
燃
料
電
池
、
水
素

カ
ー
ド
ル
お
よ
び
附
帯
設
備
の
合

計
で
あ
る
。

生
活
習
慣
病
健
康
診
査
事
業

問　
こ
の
た
び
の
議
会
で
、
県
内

初
と
な
る
「
周
南
市
民
の
健
康
を

支
え
る
歯
と
口
腔
に
関
す
る
条

例
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
者
を

拡
充
す
る
の
か
。
ま
た
、
受
診
率

向
上
に
向
け
た
周
知
方
法
は
。

答　
対
象
は
、
40
、
50
、
60
、
70

歳
の
節
目
年
齢
の
方
で
あ
る
。
平

成
29
年
度
59
人
、
受
診
率
１
・
７

％
で
あ
り
、
31
年
度
は
自
己
負
担

を
無
料
と
し
、
口
腔
が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
検
査
項
目
を
追

加
す
る
。
Ｐ
Ｒ
は
、
対
象
者
へ
の

受
診
券
の
送
付
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

市
広
報
に
特
集
記
事
の
掲
載
、
出

前
ト
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
、
受
診

を
呼
び
か
け
る
。

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

問　
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
具
体

的
な
整
備
計
画
は
。

答　
老
朽
化
し
た
管
理
棟
を
そ
の

場
所
に
建
て
替
え
る
も
の
で
、
平

成
31
年
度
に
基
本
設
計
、
実
施
設

計
お
よ
び
地
質
調
査
を
行
う
。
32

年
度
に
解
体
お
よ
び
新
設
を
す
る
。

建
て
替
え
期
間
中
は
利
用
を
中
止

し
、
交
通
教
育
に
つ
い
て
は
、
地

域
巡
回
と
い
う
形
で
引
き
続
き
実

施
す
る
。

回
天
記
念
館
管
理
運
営
事
業

問　
導
入
す
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ス
テ
ム
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　
回
天
記
念
館
に
収
蔵
し
て
い

る
資
料
は
１
０
０
０
点
余
り
あ
る
。

こ
れ
ら
を
全
て
電
子
デ
ー
タ
化
し
、

館
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
検
索
・
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
デ
ー
タ
化

し
、
残
す
こ
と
で
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
関
係
な
く
、
全
て
の
資
料
の

検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

交
通
結
節
点
環
境
整
備
事
業

問　
Ｊ
Ｒ
櫛
ヶ
浜
駅
の
ト
イ
レ
整

備
に
つ
い
て
、
供
用
開
始
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
平
成
31
年
度
中
に
実
施
設
計

を
完
了
し
、
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
着
工
し
た
い
。
供
用
開
始
は
来

年
度
か
、
再
来
年
度
に
な
る
と
思

う
。

福
田
健
吾
　
　
青
木
義
雄

佐
々
木
照
彦
　
長
嶺
敏
昭

福
田
文
治
　
　
藤
井
康
弘

六
合
会

地方卸売市場純水素燃料電池

回天記念館
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会 派 質 問

鹿
野
総
合
支
所
整
備
事
業

問　
鹿
野
総
合
支
所
は
コ
ア
プ
ラ

ザ
か
の
へ
移
転
と
あ
る
が
、
執
務

ス
ペ
ー
ス
確
保
の
観
点
で
は
、
文

化
ホ
ー
ル
と
一
緒
に
増
設
と
し
な

け
れ
ば
誤
解
を
招
く
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答　
現
在
の
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
の

機
能
お
よ
び
総
合
支
所
の
機
能
を

維
持
し
、
複
合
化
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
事
務
室
部
分
は
増
築
を

予
定
し
て
い
る
。
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

鹿
野
地
区
幼
保
一
元
化
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は

問　
12
月
議
会
で
、
幼
保
一
元
化

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
新
年

度
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
鹿
野
幼
稚
園
、
鹿
野
保
育
園

の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
反
対
意
見
は
な
く
、

今
後
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
へ
向
け
た
具
体
的
な
検
討
、
関

係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
く
。

電
子
入
札
の
導
入
を

問　
市
と
し
て
、
電
子
入
札
の
導

入
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
導
入
経

費
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
入
札
に
参
加

し
た
業
者
が
落
札
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
当
該
入
札
に
係
る
工
事
の

下
請
け
に
入
る
こ
と
を
禁
止
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
メ
リ
ッ
ト
は
４
点
あ
る
。
①

競
争
性
の
向
上
、
②
公
正
性
の
向

上
、
③
透
明
性
の
向
上
、
④
費
用

低
減
で
あ
る
。
電
子
入
札
に
参
加

す
る
業
者
は
、
パ
ソ
コ
ン
認
証
カ

ー
ド
や
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
を
購

入
す
る
経
済
的
負
担
が
あ
る
。
導

入
経
費
に
５
０
０
万
円
、
運
用
経

費
に
年
間
９
０
０
万
円
が
必
要
で

あ
る
が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

下
請
け
に
関
し
て
は
、
相
応
の
理

由
が
あ
る
場
合
や
請
負
代
金
額
の

50
％
に
満
た
な
け
れ
ば
認
め
て
い

る
。
疑
念
は
生
じ
や
す
い
が
、
公

平
性
を
担
保
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

さ
ら
な
る
普
及
と
充
実
を

問　
認
知
症
対
策
に
は
、
①
認
知

症
患
者
の
増
加
を
不
可
避
の
現
実

と
捉
え
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
シ

ス
テ
ム
を
築
く
か
と
い
う
認
知
症

対
応
策
と
②
で
き
る
だ
け
認
知
症

患
者
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る

認
知
症
予
防
策
が
あ
る
。
①
に
つ

い
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き

る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
が
必

須
で
あ
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
さ
ら
に
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
に
つ
い
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
、
若
い
と
き
か
ら
の
予

防
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
比
較

的
若
い
世
代
が
受
講
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
中
に
、

認
知
症
予
防
講
座
を
付
加
し
て
は

ど
う
か
。

答　
①
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
拡

充
に
努
め
、
②
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
。

【
施
政
方
針
質
問
】

幼
児
教
育
の
無
償
化

問　
幼
児
教
育
の
無
償
化
が
国
で

決
ま
っ
た
が
、
対
象
に
な
ら
な
い

部
分
に
つ
い
て
、
市
独
自
で
の
無

償
化
の
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
国
か
ら
の
制
度
詳
細
が
ま
だ

十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国

の
無
償
化
に
よ
り
負
担
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
が
示
さ
れ
た
時
点
で
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

子
ど
も
未
来
夢
基
金

問　
子
ど
も
未
来
夢
基
金
の
原
資

の
大
半
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
あ

り
、
そ
の
額
は
純
利
益
の
約
１
割

程
度
で
あ
っ
た
が
、
方
向
性
を
変

え
た
の
か
。

答　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
で
は

前
年
度
よ
り
約
７
割
増
額
し
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
や
小
中
学

校
改
修
事
業
な
ど
16
事
業
に
充
当

し
て
い
る
。
今
後
の
繰
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
の
経
営
状
況
と
実
施
事
業

の
目
的
や
継
続
性
を
踏
ま
え
、
さ

ら
な
る
増
額
を
含
め
、
一
定
の
額

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー
ト

事
業

問　
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み
内

容
を
踏
ま
え
、
31
年
度
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
30
年
度
モ
デ
ル
事
業
の
参
加

者
、
運
営
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
見

を
聞
い
て
し
っ
か
り
協
議
を
し
、

内
容
の
精
査
を
し
て
、
誰
も
が
来

ら
れ
る
居
場
所
づ
く
り
の
モ
デ
ル

と
し
て
継
続
実
施
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
で
居
場
所
づ
く
り
や
、

こ
ど
も
食
堂
な
ど
の
立
ち
上
げ
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
地
域
の
担

い
手
養
成
研
修
を
受
講
さ
れ
た
方

な
ど
が
、
実
践
に
向
け
た
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
も
参
加
で
き
る
よ

う
、
事
業
に
取
り
組
む
。

早
急
な
災
害
復
旧
工
事
を

問　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
復

旧
工
事
は
、
平
成
31
年
度
当
初
で

ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
か
。

答　
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ

岩
田
淳
司  

土
屋
晴
巳

井
本
義
朗  

清
水
芳
将

山
本
真
吾

コアプラザかの

認知症サポーター養成講座
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会 派 質 問

減
を
図
る
施
策
に
つ
い
て
平
成
33

年
度
か
ら
の
次
期
高
齢
者
プ
ラ
ン

の
策
定
に
お
い
て
研
究
し
て
い
く
。

分
か
り
や
す
い
地
域
防
災
計
画
を

問　
「
地
域
防
災
計
画
」
は
市
民

が
読
み
や
す
い
概
要
版
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
概
要
版
を
作
っ
て
い
る
自
治

体
事
例
を
参
考
に
し
、
検
討
す
る
。

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

問　
各
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

は
温
度
差
が
あ
る
。
防
災
に
係
る

活
動
の
取
り
組
み
や
す
さ
等
を
記

し
た
実
施
表
を
作
成
し
、
温
度
差

を
埋
め
る
た
め
に
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

答　

「
自
主
防
災
組
織
の
手
引

き
」
に
各
自
主
防
災
組
織
の
取
り

組
み
等
を
掲
載
し
、
各
地
区
の
地

域
防
災
組
織
の
活
動
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
に
よ
る
災
害
査
定
を
79
件
採
択

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
30
年
度

に
62
件
の
工
事
を
発
注
し
、
残
り

の
17
件
は
31
年
度
の
予
算
で
対
応

す
る
。
大
規
模
工
事
の
市
道
下
譲

羽
線
は
31
年
10
月
末
、
市
道
大
津

島
馬
島
線
は
11
月
末
の
完
了
見
込

み
で
あ
る
。

古
川
跨
線
橋
整
備
に
き
め
細
や
か

な
対
策
を

問　
古
川
跨
線
橋
の
通
行
止
め
を

伴
う
工
事
期
間
は
10
年
間
と
非
常

に
長
く
、
慢
性
的
な
渋
滞
や
安
全

性
な
ど
、
周
辺
の
交
通
環
境
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
行
政

課
題
の
一
つ
と
な
る
。
市
民
や
団

体
、
企
業
に
対
し
て
き
め
細
や
か

な
周
知
や
相
談
体
制
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
渋
滞
・
安
全
対
策
は

今
後
の
住
民
や
企
業
と
の
や
り
と

り
で
出
て
く
る
話
も
含
め
、
道
路

や
交
差
点
、
交
通
設
備
の
改
良
・

点
検
な
ど
、
広
域
的
に
あ
ら
ゆ
る

対
策
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
地
域
へ
の
周
知
は
、
富
田
東

地
区
の
自
治
会
長
を
対
象
に
説
明

会
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
自
治
会

に
回
覧
し
て
い
る
。
企
業
に
も
新

南
陽
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
説

明
を
行
い
、
事
業
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
た
。
今
後
も
市
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
幅
広
く
周
知
を

図
る
。
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
通
勤
ル
ー
ト
の
転
換
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
時
差
出
勤
や

公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
も
企
業

と
協
議
し
た
い
。
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
新
し
い
通
学
ル
ー
ト
を
選

定
し
て
、
通
学
路
や
生
活
道
路
の

安
全
な
歩
行
環
境
の
整
備
に
引
き

続
き
取
り
組
む
。
今
後
も
あ
ら
ゆ

る
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み

問　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
今
、
市
内

に
５
カ
所
し
か
な
く
、
も
っ
と
身

近
に
必
要
と
考
え
る
。
専
門
職
の

い
る
市
内
の
介
護
施
設
に
協
力
を

求
め
て
は
ど
う
か
。

答　
他
市
の
事
例
も
参
考
に
多
様

な
認
知
症
カ
フ
ェ
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
介
護
者
負
担
の
軽

【
施
政
方
針
質
問
】

問　
本
市
の
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
何
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思

う
か
。

答　
平
成
28
年
４
月
に
こ
ど
も
健

康
部
を
創
設
し
、
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
各
段
階
に
合
わ

せ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
を

行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、
誰
も

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

問　
学
校
業
務
支
援
員
配
置
事
業

の
成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。

答　
成
果
は
２
点
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
支
援
員
が
印
刷
や
集
計

の
業
務
を
す
る
こ
と
で
、
教
員
本

来
の
役
割
で
あ
る
、
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
う
時
間
や
、
教
材
研
究

に
費
や
す
時
間
等
が
増
え
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
教
員
自
ら
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
課
題

は
、
支
援
員
の
配
置
に
よ
り
、
教

員
の
時
間
外
業
務
時
間
が
縮
減
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
数
値
が
表
れ
に
く
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
で
、
小
学
校
で
は
外

国
語
教
育
、
中
学
校
で
は
道
徳
科

へ
の
対
応
の
た
め
、
よ
り
勉
強
す

る
時
間
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、

時
間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
、

子
ど
も
の
た
め
に
も
っ
と
で
き
る

こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
教

員
の
特
性
に
あ
る
と
考
え
る
。

再
開
発
推
進
事
業

問　
新
年
度
に
お
け
る
再
開
発
事

業
全
体
の
進
捗
は
。

答　
平
成
34
年
度
の
竣
工
に
向
け

て
、
準
備
組
合
の
考
え
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
対
し
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
５
月
中
旬
ご
ろ
都
市
計
画

審
議
会
、
６
月
中
旬
ご
ろ
都
市
計

画
決
定
を
予
定
し
て
お
り
、
秋
ご

ろ
に
は
事
業
認
可
、
組
合
設
立
認

可
を
目
標
に
基
本
設
計
や
事
業
計

画
、
資
金
計
画
の
作
成
準
備
、
再

開
発
組
合
設
立
後
は
実
施
設
計
や
、

32
年
度
の
認
可
に
向
け
た
権
利
変

換
計
画
の
作
成
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　
こ
の
事
業
計
画
に
公
設
市
民

ホ
ー
ル
を
盛
り
込
む
と
い
う
話
が

駆
け
巡
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
計
画
全
体
を
ゼ

ロ
か
ら
見
直
す
こ
と
に
な
る
。
事

業
の
早
期
実
現
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
る
再
開
発
準
備
組
合
お
よ

び
関
係
機
関
の
意
向
に
沿
わ
な
い
。

自
由
民
主
党
周
南

兼
重
　
元
　
米
沢
痴
達

田
村
勇
一
　
福
田
吏
江
子

古川跨線橋

し
ゅ
ん
こ
う
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会 派 質 問

【
会
派
一
般
質
問
】

防
災
対
策
を
問
う

問　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
踏
ま

え
、
地
域
防
災
計
画
を
ど
う
見
直

し
た
か
。

答　

災
害
対
策
体
制
、
初
動
対

応
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
避
難

情
報
の
発
令
、
災
害
復
旧
、
被
災

者
支
援
、
山
口
県
と
の
連
携
等
、

７
つ
の
事
項
を
検
証
し
、
対
応
策

を
講
じ
た
。

問　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動

計
画
）
は
策
定
し
た
の
か
。

答　
昨
年
12
月
に
洪
水
、
高
潮
、

土
砂
災
害
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
、
内
容
は
国
・
県
と
の
情
報

連
携
、
市
の
災
害
対
策
体
制
、
市

民
等
へ
の
情
報
伝
達
の
行
動
を
災

害
発
生
72
時
間
前
か
ら
時
系
列
で

整
理
し
た
。
さ
ら
に
本
年
５
月
を

目
標
に
、
県
管
理
河
川
の
洪
水
に

係
る
水
害
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

問　
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
育
成

は
ど
う
か
。

答　
防
災
担
当
者
の
育
成
は
毎
年

神
戸
市
の
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
、

ま
た
、
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所

開
催
の
防
災
専
門
研
修
を
受
講
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
研
修
に
よ
り

職
員
の
防
災
対
応
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
教
育

問　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
教
育

環
境
は
ど
う
か
。

答　
学
校
は
多
様
な
考
え
や
経
験

を
持
つ
児
童
生
徒
が
、
集
団
生
活

を
通
し
て
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、

個
性
を
発
揮
し
、
主
体
性
や
社
会

性
を
身
に
付
け
る
学
び
の
場
で
あ

る
。
ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
と
も
に
、
地

域
社
会
と
の
深
い
結
び
付
き
を
有

し
て
い
る
大
切
な
施
設
で
あ
る
。

今
後
、
市
内
小
中
学
校
で
は
、
一

時
的
に
児
童
生
徒
数
の
増
加
は
あ

る
も
の
の
、
少
子
化
の
影
響
で
長

期
的
に
市
全
体
と
し
て
減
少
す
る
。

引
き
続
き
、
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
学
校
運
営
協
議
会
等
、
地
域

関
係
者
や
学
校
、
さ
ら
に
行
政
が

連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
充
実

し
た
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
十
分
協
議
に
努
め
て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
問
】

４
年
間
の
市
政
運
営
で
持
つ
こ
と

が
で
き
た
「
確
信
」
と
は

問　
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
７

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
て
に
確
信

が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
政
運

営
を
目
指
す
と
４
年
前
の
施
政
方

針
で
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

答　
平
成
27
年
の
施
政
方
針
で
、

夢
と
希
望
を
確
信
で
き
る
ふ
る
さ

と
周
南
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
む
と
申
し
上
げ
た
。
４
年

が
過
ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
ま
い
て
き

た
種
が
芽
吹
き
、
町
の
玄
関
口
で

あ
る
徳
山
駅
ビ
ル
、
そ
し
て
市
役

所
本
庁
舎
が
次
々
と
生
ま
れ
変
わ

り
、
町
が
大
き
く
動
き
始
め
た
。

こ
の
動
き
を
確
か
な
も
の
と
し
、

町
の
活
力
、
市
民
の
皆
様
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
事
業
を
進
め
、
こ
の

流
れ
を
さ
ら
に
加
速
し
、
さ
ら
な

る
挑
戦
に
市
民
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
共
に
発
展
し
た

周
南
市
の
産
業
振
興
は

問　
徳
山
下
松
港
の
さ
ら
な
る
港

湾
機
能
強
化
の
内
容
は
。

答　
徳
山
下
松
港
は
、
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
採
択
を

受
け
、
平
成
28
年
度
か
ら
事
業
着

手
し
、
２
０
２
３
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
、
徳
山
地
区
は
マ
イ
ナ

ス
14
メ
ー
タ
ー
岸
壁
を
１
０
０
メ

ー
タ
ー
延
伸
、
新
南
陽
地
区
は
マ

イ
ナ
ス
12
メ
ー
タ
ー
岸
壁
を
80
メ

ー
タ
ー
延
伸
、
共
に
泊
地
・
航
路

の
拡
幅
整
備
を
行
う
。

問　
事
業
所
等
設
置
奨
励
補
助
制

度
は
成
果
が
表
れ
て
い
る
が
、
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
。

答　
事
業
所
等
設
置
奨
励
補
助
制

度
は
、
企
業
の
設
備
投
資
に
対
し

て
固
定
資
産
税
の
一
部
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
制
度
で
、
平
成

28
年
か
ら
の
３
年
間
で
延
べ
44
社

82
件
の
活
用
実
績
で
あ
る
。
新
規

雇
用
に
対
し
て
は
、
３
年
間
で
６

社
44
名
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
、
対
象
外
を
含
め
る
と
相
当

な
人
数
が
雇
用
増
に
つ
な
が
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

行
財
政
改
革
大
綱
お
よ
び
緊
急
財

政
対
策
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か

問　
緊
急
財
政
対
策
に
市
債
借
入

額
の
上
限
額
を
５
年
間
で
１
５
０

億
円
と
し
、
市
債
残
高
を
低
減
し

て
い
く
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
有
利
な
市
債
や
国
・

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を

実
施
し
て
き
た
。
平
成
31
年
度
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
で
約
12

億
７
０
０
０
万
円
の
市
債
借
り
入

れ
が
発
生
す
る
が
、
他
事
業
の
繰

り
延
べ
な
ど
で
起
債
額
を
抑
え
る
。

今
後
も
市
債
発
行
の
枠
を
堅
持
し
、

市
債
残
高
の
減
少
と
公
債
費
の
抑

制
に
努
め
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
点

検
の
促
進
を

問　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
23
年
６
月
か
ら
新
築
住
宅
だ
け

で
な
く
、
既
存
の
住
宅
に
お
い
て

刷
新
ク
ラ
ブ

田
中
和
末
　
田
村
隆
嘉

小
林
雄
二
　
得
重
謙
二

徳山下松港
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会 派 質 問

【
新
年
度
予
算
質
問
】

市
債

問　
当
初
予
算
編
成
時
の
市
債
発

行
上
限
額
の
設
定
30
億
円
に
対
し
、

予
算
増
額
し
た
理
由
は
。

答　
（
仮
称
）
西
部
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

で
進
め
、
単
年
度
で
の
公
有
財
産

の
購
入
と
な
り
、
一
括
借
り
入
れ

を
行
う
こ
と
で
の
増
額
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
財
政
対
策

の
起
債
制
限
、
５
年
間
で
１
５
０

億
円
は
必
ず
守
る
。

中
学
校
管
理

問　
中
学
校
の
管
理
運
営
に
関
わ

る
業
務
や
学
校
備
品
の
維
持
管
理

の
経
費
が
増
額
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

答　
中
学
校
の
空
調
整
備
を
平
成

30
年
度
５
校
、
31
年
度
９
校
を
計

画
し
、
そ
の
使
用
に
関
わ
る
電
気

使
用
量
や
都
市
ガ
ス
使
用
料
の
増

額
で
あ
る
。
本
年
に
入
り
、
空
調

設
備
に
関
わ
る
光
熱
水
費
を
国
全

体
で
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需

要
額
へ
算
入
す
る
こ
と
が
閣
議
決

定
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
し
っ

か
り
注
視
し
て
い
く
。

砂
防
・
急
傾
斜
対
策
事
業

問　
土
砂
撤
去
事
業
補
助
金
制
度

創
設
の
経
緯
と
内
容
は
。

答　
平
成
30
年
の
７
月
豪
雨
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
宅
地
に
流
入
し

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
30
年
６
月

時
点
で
、
山
口
県
全
体
の
設
置
率

は
78
・
６
％
、
条
例
適
合
率
は

69
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
消
防

本
部
管
内
の
設
置
率
、
条
例
適
合

率
は
。
ま
た
、
設
置
率
、
条
例
適

合
率
の
向
上
、
さ
ら
に
は
点
検
や

交
換
に
つ
い
て
市
民
へ
の
周
知
は
。

答　
消
防
本
部
管
内
の
設
置
率
は

87
％
、
条
例
適
合
率
は
85
％
で
あ

り
、
全
国
、
県
内
平
均
を
上
回
る

状
況
で
あ
る
。
設
置
率
、
適
合
率

の
向
上
、
点
検
、
交
換
に
つ
い
て

の
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ

の
記
載
を
は
じ
め
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や

民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
防
火
管

理
者
講
習
な
ど
の
機
会
を
捉
え
周

知
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
23
年

度
に
実
施
し
た
全
世
帯
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
継
続
し
て
職
員
に

よ
る
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
設
置

促
進
お
よ
び
適
正
な
機
器
の
交
換

と
維
持
管
理
を
指
導
し
て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
問
】

新
南
陽
総
合
支
所
の
方
向
性
の
検

討
は

問　
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
検
討

し
て
い
く
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

答　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
検
証
し
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
２
０
２

０
年
度
末
ま
で
に
示
し
た
い
。

た
土
砂
の
撤
去
は
被
災
者
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
土

砂
撤
去
工
事
費
用
か
ら
３
万
円
を

控
除
し
た
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ

た
額
と
し
、
20
万
円
を
上
限
と
し

て
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

【
会
派
一
般
質
問
】

安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
環
境
を

問　
学
校
に
お
け
る
起
立
性
調
節

障
害
へ
の
認
識
と
対
応
は
。

答　
軽
症
を
含
め
た
有
病
率
が
高

い
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
発
見
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
起
立
性
調
節

障
害
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促

す
た
め
の
啓
発
資
料
を
作
成
し
、

学
校
だ
よ
り
や
保
健
だ
よ
り
等
を

活
用
し
、
教
職
員
へ
の
周
知
と
と

も
に
全
て
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

へ
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
へ
向
け
て
の

体
制
づ
く
り
は

問　
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
の

無
償
化
が
実
施
予
定
だ
が
、
事
務

負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。
体
制
づ

く
り
等
の
対
応
は
で
き
て
い
る
か
。

答　
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
新
た

な
事
務
の
発
生
や
業
務
の
複
雑
化

な
ど
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
問
】

問　
中
央
図
書
館
に
「
児
玉
文
庫

メ
モ
リ
ア
ル
」
と
愛
称
を
付
け
た

と
の
こ
と
だ
が
、
昨
年
空
調
が
壊

れ
た
こ
と
な
ど
を
含
め
、
し
っ
か

り
整
備
し
な
い
と
全
国
へ
広
め
る

に
当
た
っ
て
問
題
で
は
な
い
か
。

答　
耐
震
工
事
は
終
わ
っ
た
が
、

空
調
に
つ
い
て
は
基
本
計
画
を
策

定
中
で
あ
る
。

自
由
民
主
党
嚆
矢
会

古
谷
幸
男  

友
田
秀
明

尾
﨑
隆
則

相
本
政
利  

金
子
優
子

遠
藤
伸
一

公
明
党

児玉文庫メモリアルの銘板

新南陽総合支所仮庁舎
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会 派 質 問

【
新
年
度
予
算
質
問
】

問　
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

を
合
わ
せ
て
50
億
円
が
目
途
と
の

こ
と
だ
が
、
厳
し
い
状
況
で
は
な

い
か
。
市
の
考
え
は
。

答　
財
源
不
足
の
解
消
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
平
成
34
年
度
当
初

予
算
で
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を

ゼ
ロ
と
す
る
目
標
を
掲
げ
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

古
川
跨
線
橋
大
規
模
更
新
事
業

問　
古
川
跨
線
橋
大
規
模
更
新
事

業
の
問
題
点
は
、
通
行
止
め
期
間

が
10
年
か
か
る
こ
と
だ
。
１
月
の

自
治
会
長
を
対
象
と
し
た
説
明
会

で
、
通
行
止
め
が
10
年
と
言
わ
れ

た
と
き
に
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ
た
。

問
題
点
を
整
理
す
る
と
、
住
民
や

企
業
の
合
意
と
協
力
。
工
期
短
縮

へ
の
手
法
。Ｊ
Ｒ
貨
物
駅
は
広
島
・

大
竹
・
岩
国
・
下
松
・
防
府
・
宇

部
・
厚
狭
・
新
下
関
・
下
関
と
あ

り
、
工
事
期
間
中
、
こ
れ
ら
の
貨

物
駅
へ
の
振
り
替
え
は
検
討
し
た

の
か
。
渋
滞
緩
和
策
、
産
業
道
路

野
村
三
丁
目
交
差
点
下
り
車
線
の

常
時
左
折
化
、
野
村
一
丁
目
７
号

線
の
早
期
開
通
。
災
害
時
避
難
経

路
の
消
滅
と
緊
急
車
両
へ
の
対
策
。

災
害
時
、
山
陽
本
線
以
南
の
住
民

は
ど
こ
を
通
っ
て
避
難
す
る
の
か
。

自
主
防
災
組
織
は
富
田
東
小
学
校

区
だ
が
、
10
年
間
と
な
る
と
、
線

路
の
南
側
だ
け
の
組
織
が
必
要
で

は
な
い
か
。
渋
滞
に
よ
る
緊
急
車

両
は
通
常
の
運
行
が
で
き
る
の
か
。

国
・
県
と
の
連
携
は
。
10
年
も
止

ま
る
こ
と
に
よ
る
企
業
の
縮
小
や

撤
退
の
可
能
性
も
考
慮
し
た
の
か
。

運
送
会
社
の
減
益
も
あ
り
得
る
が
、

そ
の
補
償
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

担
当
の
道
路
課
だ
け
で
取
り
組
む

の
で
は
な
く
、
市
役
所
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
事
業
な
の
に
、
全
く

で
き
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
せ
ず
に
工
事

に
取
り
掛
か
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
跨
線
橋
改
修
工
事
は
大
き
な

地
震
に
対
応
す
る
安
心
安
全
の
た

め
の
工
事
で
あ
り
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
政
運
営

問　
市
民
が
市
政
を
信
頼
し
て
誇

り
を
持
て
る
状
況
の
中
で
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
と
い
う
根
幹
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
任
期

中
に
解
決
で
き
な
か
っ
た
課
題
の

中
で
、
主
な
も
の
と
そ
の
対
応
を

具
体
的
に
問
う
。

答　
従
来
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
財
政
状

況
等
を
考
慮
し
、「
共
に
」
の
精

神
で
、
市
民
と
課
題
を
共
有
し
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
適
切
に
施
策
を

講
じ
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
問
】

ま
ち
じ
ゅ
う
賑
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
大
丈
夫
か

問　
徳
山
駅
前
図
書
館
の
来
館
者

が
２
０
０
万
人
を
超
え
、
に
ぎ
わ

い
が
生
ま
れ
た
と
い
う
が
、
動
物

園
や
美
術
館
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を
切

っ
て
入
場
し
た
、
そ
う
い
う
２
０

０
万
人
と
い
う
数
と
は
重
み
が
違

う
と
思
う
。
町
な
か
を
歩
い
て
も
、

以
前
よ
り
に
ぎ
わ
い
が
あ
る
と
は

感
じ
な
い
。
10
月
か
ら
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
が
10
％
に
な
れ
ば
、

地
域
経
済
は
さ
ら
に
冷
え
込
み
、

市
民
の
個
人
消
費
も
落
ち
込
む
と

思
う
。
市
長
が
描
い
て
い
る
「『
共

に
』
未
来
へ
贈
り
た
い
周
南
市
を

つ
く
る
」
ま
ち
じ
ゅ
う
賑
わ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
の
施
策
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
前
進
す
る

と
考
え
て
い
る
か
。

答　
国
の
施
策
も
巧
み
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、
周
南
市
の
た
め
に
、

地
域
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
と
店

舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
実
施
を

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て
、
臨
時
的
な
措
置
で
は

な
く
、
地
域
経
済
活
性
化
の
施
策

と
し
て
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に

つ
い
て
も
実
施
を
求
め
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答　
県
内
他
市
で
も
５
市
が
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
他
市
の
状
況

等
も
勘
案
し
な
が
ら
十
分
研
究
し

た
い
。
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

に
つ
い
て
も
、
他
市
の
事
例
等
も

今
後
研
究
し
て
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
長
の
決
断
を
求
め
た
い
が
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
選
択
と
集
中
と
い
う
考
え
方
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も
、
例
え
ば
介
護

あ
た
り
と
絡
ま
せ
る
な
ど
、
少
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

官
製
談
合
事
件

問　
市
長
は
「
私
の
指
示
で
今
回

の
事
件
が
発
覚
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
市
長
の
指
示
で
警
察
が
動
い

た
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
警
察

に
相
談
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

問　
な
ぜ
２
年
間
で
入
札
し
た
全

て
の
建
設
工
事
４
３
７
件
の
う
ち
、

60
件
だ
け
調
査
対
象
と
す
る
の
か
。

答　
２
年
間
だ
け
で
も
大
変
な
思

い
で
職
員
は
調
査
し
て
い
る
。
新

た
な
事
実
が
立
件
さ
れ
れ
ば
、
市

長
が
先
頭
に
立
っ
て
、
今
回
と
同

様
の
対
応
を
行
う
覚
悟
で
あ
る
。

問　
市
長
・
副
市
長
は
、
任
命
責

任
・
管
理
監
督
責
任
を
な
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
市
長
に
は
、
市
の
最
高
責
任

者
と
し
て
の
総
括
的
な
責
任
が
あ

り
、
任
期
中
、
給
料
を
50
％
カ
ッ

ト
し
た
。
副
市
長
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
厳
正
に
対
応
す
る
。
事
件

に
関
与
し
て
い
な
い
市
長
と
し
て
、

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
の
が

役
目
と
考
え
て
い
る
。

島
津
幸
男

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

魚
永
智
行
　
中
村
富
美
子

日
本
共
産
党ま

ち
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問　緑地公園内の水泳場建設のため近隣の自動車学校の土地
を購入したが、プール施設分類別計画では、継続利用をし
ながら大規模改修に合わせた見直しを検討し、その際は周
南緑地基本計画との整合性を図るとあるが、進捗状況は。

答　周南緑地の整備は現在、メインエントランス工事および陸
上競技場西側の駐車場整備を進めている。長期的視点で
は建て替えとなるが、周南緑地基本計画の計画期間の20
年のスパンの中で検討をしたい。

問　陸上競技場は、以前から大規模改修が必要と言われている
が、改修だけで済むのか。

答　指定管理者と協議する中で人工芝か天然芝、全天候型の
コートといった要望もあり、一部改修ではなく、リニューア
ル化になると考える。

問　指定管理者制度導入の効果として、民間のノウハウが生か
されたと言える事例は。

答　指定管理者の周南市体育協会は、約35の競技団体の事務
全てを網羅しており、各競技団体が全国大会等の大規模大
会を誘致していることは、同協会ならではの実績と考える。

問　周南市体育協会が指定管理を受けている体育施設全体の
指定管理料の総額は幾らか。また、直営した場合と指定管
理を比較した場合の管理運営に係るコスト縮減率および
一般財源の縮減率は。

答　指定管理料の総額は２億7073万3000円、また、コスト縮
減率は約15.7％、一般財源の縮減率は14.8％である。

委員会レポート
常任委員会や特別委員会での協議内容の概要を報告します！

　執行部から、体育館・野球場・武道館・庭球場・運動場・プールの各施設分類別計画および各計画に関する指定管
理の状況について説明を受けました。
企画総務委員会での調査

 施設分類別計画及び指定管理者制度に関する調査「スポーツ施設」

問　設立当初と現在の実態がかなり変わっていることから、病
院の機能が変わっているのではないか。現在、救急対応は
行っているのか。

答　現在、整形外科の常勤医師不在や、病床30床を地域包括
ケア病床としていること等、状況は変わってきているが、西
部地域の中核的病院として、急性期も担う病院という機能
は変わっていないと考えている。救急についても、市民病
院として、受けられるものは受けていると理解している。

問　民間への売却を検討したことはあるか。
答　現在、民間への売却は検討しておらず、今後も検討する予
定はない。

教育福祉委員会での調査

 施設分類別計画及び指定管理者制度に関する調査「新南陽市民病院」
　２月１日に開催した委員会で、執行部から、新南陽市民病院施設分類別計画および本計画に関する指定管理の状
況について説明を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　新南陽市民病院は、旧新南陽市内の唯一の総合病院の閉院に伴い、住民の医療ニーズに応えるために設置された。現在
まで周南西部地域の中核的医療機関として、医療と福祉の一体的な質の高い医療サービスを提供している。現在、病床数
150床、７つの標榜科目をもって運営しており、地域の救急医療においては、病院群輪番制指定病院として二次救急医療を
担っている。指定管理者は、公益財団法人周南市医療公社を非公募により選定し、指定期間は平成29年４月１日から５年間
である。指定管理者制度導入の効果であるが、医療公社は民間事業者のノウハウを活用して、効率的な運営をしていること
に加え、自主事業として展開する訪問看護ステーションとの相乗効果が生じている。

ひょうぼう かもく びょういんぐん してい びょういんりんばんせい

新南陽市民病院

陸上競技場
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問　徳山保健センターおよび市役所臨時駐車場の工事を同時
に行う必要性はあるのか。もっと早い時期に工事に入るこ
とはできないのか。

答　隣同士の駐車場で扱いが異なる状況が発生しないように考
えて同時施工とした。また、現在２つの駐車場で満車とな
る状況も発生しており、市役所駐車場ができた後でなけれ

ば料金ゲート設置の施工が難しいと考えているが、来庁さ
れる方の利便性を考えて、工事を同時に行わないことも含
めて検討したい。また、料金ゲート委託契約の期間より前
に整備が完了したときには、料金ゲートのバーを上げたま
まにして、車をとめるようにできるか、来庁者の利便性に重
点を置いて検討したい。

　２月12日に開催した委員会で、執行部から、新庁舎建設事業について説明を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
・強化ガラスの取り替えについて
　新庁舎の出入り口周りで使用している強化ガラス（53枚）について、ヒートソーク処理が行われていない可能性があるこ
とが分かったため、２月16日から４月末までに順次交換を行う。なお、取り替えるまでの間は安全対策として飛散防止フィル
ムを張る。
・来庁者駐車場の整備について
　市役所駐車場（庁舎南側・151台）は６月３日から供用を開始し、徳山保健センター駐車場（38台）および市役所臨時駐
車場（約85台）については６月３日から30日までの間、料金ゲートを設置するため、駐車場の使用を中断する。

公共施設再配置及び新庁舎建設に関する特別委員会での調査

新庁舎の強化ガラスの取り替え及び来庁者用駐車場の整備について

問　捕獲おり以外に捕獲の方法はないか。
答　他の方法として、人がネットを持って集中的に周りから囲ん
でいくという方法もある。その方法は犬の逃走経路の把握
等の準備に相当な時間を要する。効果的な方法については
保健所と協議しながら進めていきたい。

問　野犬の捕獲だけではなく、繁殖を抑制する対策など、もっ
と保健所と対応を検討する必要があるのではないか。

答　保健所とともに野犬の増加、また自然繁殖を増やさないよ
うな方策について、双方で十分協議をしていきたいと考え
ている。

　３月４日に開催した委員会で、執行部から、報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　平成30年度は４件の咬傷事件があり、そのうち３件は久米沢田池付近のほぼ同じ場所で発生し、残る１件は平原町の市道
上において発生した。発生後の対応は、地域住民、児童・生徒への影響を考慮し、市関係課および地元自治会へ情報提供と
注意喚起を要請した。また、保健所と協議して捕獲おりを設置するとともに、巡回パトロールを強化した結果、久米沢田池
付近では成犬４頭、子犬10頭を捕獲した。引き続き、保健所と連携を図りながら、むやみなえさやり禁止の周知啓発、パト
ロールの実施、希望される市民の方への捕獲おりの貸し出し、市へ寄せられる各種情報提供に基づく見回り、保健所への捕
獲要請、さらには保健所が大型捕獲おりを設置する際の協力を行っていく。

環境建設委員会での調査

野犬対策に関する調査

問　徳山商工会議所が取りまとめた課題や検証等については、
市は全体的に認知していると理解してよいか。

答　徳山商工会議所に第１期計画の検証を業務委託し、２月末
に提出された。市としてはこの結果を踏まえ、今後も官民

連携し、にぎわいの創出、回遊性強化に向けた取り組みを
行い、第２期活性化基本計画の内閣総理大臣認定を目指
す。詳細については意見交換しながら詰めていく。

　３月11日に開催した委員会で、執行部から、報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　第１期中心市街地活性化基本計画が平成30年３月で終了し、徳山商工会議所に計画の成果等の検証業務を委託した。中
心市街地の現状分析や課題を踏まえての提案があり、まちづくりの基本理念として「居心地のよい、ワクワクが溢れたパー
クタウン周南」を掲げ、基本方針に「「居心地の良さ」と「楽しさ」のあるまちづくり」、「「住む」と「働く」と「学ぶ」と「来る」
価値のあるまちづくり」の２つを挙げている。
　市としては、これまで南北自由通路、徳山駅前賑わい交流施設が完成し、南北の駅前広場整備を進めている。その結果、
賑わい交流施設の来館者数が200万人を超え、これまでの中心市街地活性化への取り組みに成果が出ていると考えている。
　第２期中心市街地活性化基本計画では、官と民が協力してさらなる活性化に取り組む必要があると考えており、内閣総
理大臣の認定を目指していきたい。

中心市街地活性化対策特別委員会での調査

中心市街地活性化基本計画について
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　平成30年度に、官製談合防止法等違反容疑により市の職員が逮捕・起訴され、市民の市政に対する信頼を揺るがす事態となったことにお
わび申し上げるとともに、市長として責任の重さを痛感している。今回の事態を受けて、再発防止策に取り組んでおり、その進捗状況について
説明する。
　まず、原因の徹底究明と入札契約事務等に係る改善のため、入札監視委員会に再発防止策を提言してもらうこととした。これまでに３回開
催しており、コンプライアンス意識の向上や、設計金額の適切な管理のための事務処理の見直しなどの提言があり、引き続き、再発防止策を
まとめ、答申してもらう予定となっている。なお、28・29年度に入札した建設工事全437件のうち、価格漏えいの視点に絞り60件を抽出し、２
月下旬までに検証を終えるように、１件ずつ設計書等に基づき、市と業者の単価の詳細な比較を行っている。不審な点があれば、警察等に情報
提供していきたい。
　また、職員の意識改革と風通しのよい職場づくりに向けて、公務員倫理・コンプライアンスの周知徹底、職員研修等の実施、風通しのよい
職場づくりに向けた取り組み、執務室の適正管理の４項目の柱を掲げ、職員とともに再発防止策への取り組みを進めている。
　最後に、職員が逮捕・起訴された「徳山動物園リニューアル北園広場修景工事」と「徳山動物園リニューアルペンギンエリア整備工事」にお
いて、設計額の積算誤り、いわゆる違算に伴う不適切な事務処理があった。当時、警察の捜査に支障を来すことから公表を控えていたが、その
恐れがなくなったと判断し、説明する。
　昨年11月25日に、職員から市長に対し「入札後すぐに工事担当課において違算を把握していたものの、入札結果に影響がないとの誤った認
識により契約したが、この違算は入札結果に重大な影響を及ぼすことから、適正な価格で再入札すべきであった」と報告があった。関係者の
皆様をはじめ、市民の皆様に対して、深くおわびを申し上げる。
　現在、コンプライアンス審査会において審査を進めており、審査結果や是正勧告を踏まえ、厳正な措置を講ずる。

行政報告
の概要 官製談合防止法等違反容疑による

職員逮捕事件を受けてのこれまでの対応について
官製談合防止法等違反容疑による

職員逮捕事件を受けてのこれまでの対応について

問　違算があったとのことだが、どのような間違いがあったのか。
答　いずれの工事についても、雨水排水設備工における皿形側溝
の設置費を算出する際の条件入力に誤りがあり、諸雑費の金
額が合計金額に反映されなかったというものである。

問　違算がなければ、２件の工事の落札者はいずれも失格となる。
失格するはずの業者を落札者にして、現在も工事をさせている
ということか。

答　積算金額が全体の工事費に対して少なかったため、入札に影響

はないという誤った判断をして契約したが、本来であれば再入
札とすべきであった。現在、第三者機関であるコンプライアン
ス審査会に調査および審査を委ねているところである。

問　責任の所在はどうなるのか。
答　市長の責任は大きいと感じているため、市長自身が旗振り役と

なり、一連の事件の総括を行っていくことが必要であると認識
している。不適切な事務執行があったことについては、市長の
責任として、厳正に対応していきたい。

主 な 質 疑

問　平成28・29年度に入札した建設工事全437件のうち、判断基
準額に近似している入札結果が７件あったとのことだが、差額
は幾らか。

答　差額のないのが３件、560円が１件、980円が１件、1800円が
１件、2280円が１件である。これらの情報は既に警察に渡して
おり、警察がどのように動くかは把握していない。

問　これまでの入札のチェック体制について、市はどのように考え
ているか。

答　これまでのチェック体制に不備があったから、問題が発生した
と思っている。入札監視委員会およびコンプライアンス審査会
から提言を受けたので、提言を生かしながら、二度と今回のよ
うな事態が起きないような対策を積極的に講じていく。

主 な 質 疑

執行部の説明の要旨
　１月25日の臨時会において、以下の内容について、市長から報告を受けました。

　まず、官製談合防止法等違反容疑による職員逮捕および起訴事件についての入札監視委員会からの答申では、「事件発生の要因と審議方
針」、「周南市のコンプライアンスの現状と課題」、「現行の入札制度の運用の検証結果と課題」、「事務処理のチェック体制の検証結果と課
題」、「再発防止策」の５点について、提言・指摘を受けた。このうち「再発防止策」では、「コンプライアンス研修の充実と公益通報制度の周
知徹底」、「技監に係る組織体制の見直し」、「設計金額の適切な管理」、「多様な入札制度」、「入札後のチェック体制強化」の５点について意見
をいただいた。
　次に、平成28・29年度に入札した建設工事全437件の入札結果の検証について、まず、価格漏えいの視点に絞り60件抽出した後、さらに市
の設計単価と業者の見積もり単位について、「積算が困難な単価が多数あるにも関わらず、判断基準額に近似している」、「公表されている単
価と異なる単価が適用されているにも関わらず、判断基準額に近似している」、「設計に当たり、単価の適用に誤りがあるにも関わらず、判断基
準額に近似している」の３つの視点から調査を進めた結果、いずれかに該当した工事が７件あり、既に警察に情報提供している。
　次に、１月25日の行政報告でも報告した「入札・契約に関する不適切な事務執行」について、コンプライアンス審査会へ事実確認の調査およ
び審査を依頼しており、２月25日に審査結果の報告を受けた。審査結果から、29年12月６日に「徳山動物園リニューアル北園広場修景工事」
と「徳山動物園リニューアルペンギンエリア整備工事」に係る入札を執行し、翌７日、設計金額に違算があったことに気付いたにも関わらず、
誤った判断により契約したことなどについて確認できた。
　コンプライアンス審査会からは４つの意見をいただき、改善措置として、技監本来の職務の明確化や、要綱やマニュアルの整備による公平・
公正な事務執行、職員の意識改革による再発防止策などに取り組んでいく。また、関係職員に対しては、他市の事例や職責、社会的影響等を
考慮し、厳正な処分を行った。
　今回、入札監視委員会およびコンプライアンス審査会からの答申書等に掲げてある内容を具体的に実施し、市民の皆様の信頼回復に全力
で取り組んでいく。

官製談合防止法等違反容疑による職員逮捕事件を受けての対応について官製談合防止法等違反容疑による職員逮捕事件を受けての対応について

執行部の説明の要旨
　３月１５日の本会議において、以下の内容について、市長から報告を受けました。
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市議会議員補欠選挙結果

市議会からのお知らせ

■議会を傍聴しませんか

■インターネット議会中継

★ＣＣＳ ………………… デジタル  111Ch
★Ｋビジョン …………… デジタル  123Ch
★メディアリンク ……… デジタル  122Ch

周南市議会　インターネット中継 検索で

※スマートフォンからも視聴できます。

本会議の生中継と録画放送をインターネットで配信しています。
※録画放送は、本会議の３～４日後から視聴できます。

■ケーブルテレビ議会中継
本会議の様子を生中継します。
会派質問については、再放送および再々放送を行います。

委員会の様子を録画放送します。
２時間程度にまとめた番組を録画放送します。
放送の日程は、市議会ホームページでお知らせします。

席に限りはありますが、先着順で、どなたでも傍聴できます。

　市議会議員補欠選挙（４月14日告示）において、
𠮷安新太氏と渡辺君枝氏の２名が当選しました。

◆６月定例会の予定
　現在、日程を調整中です。
　決まり次第、市議会ホームページ
でお知らせします。

議場見学のご案内
～議場を見学してみませんか～

　新しい議場が完成し、１年がたと
うとしています。本市議会では定例
会等の会期中を除き、議場の見学を
受け付けておりますので、ぜひお越
しください。
　なお、見学を希望される方は、あ
らかじめ議会事務局にご連絡いただ
きますようお願いします。
議会事務局℡　0834ー22ー8503

渡 辺 君 枝
わた なべ きみ え

𠮷 安 新 太
よし やす しん た

ようこそ周南市へ ～行政視察受け入れ状況～

　周南市では、第２次まちづくり総合計画に基づき、特色のあるさまざまな事業に取り組んでいます。ま
た、市を挙げて、全国規模の会議や大会等を積極的に誘致し、地域経済の活性化やにぎわいの創出を図
るコンベンションを推進しており、周南市議会においても積極的に情報発信を行い、全国各地の自治体
議員の行政視察を受け入れています。
　平成30年度の受け入れ件数は92件で、35都道府県から延べ745人が視察に訪れました。受け入れ件数
の多かった視察項目をご紹介します。

順位 件数

1

2

3

4

5

徳山駅前賑わい交流施設

公共施設再配置の取り組み

もやいネットセンター推進事業

道の駅ソレーネ周南の運営

新庁舎建設事業

防災情報収集伝達システム整備事業

13件

12件

10件

９件

７件

視 察 項 目

平成30年度　視察項目トップ５

徳山駅前賑わい交流施設
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